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Summary 
The objectives of this s札ldywer巴toevaluate th巴effectsof scr巴巴ningrice on the growth rate and car-
cass traits， wh巴nground screening rice was supplemented to a commercial diet and fed for finishing pigs 
ad libitum during the period from 4 to 6 months of age. Two experimental trials were performed using 
巴ach10 pigs at two liters. In each trial， two groups comprised of 5 pigs were assigned， and one group 
was fed a diet supplemented with screening rice to a commercial diet and the other was fed the commer-
cial diet. 1n the first trial， 1 0% screening rice was supplemented，309もinthe s巴condtrial. Though it was 
not significant， there was a tendency that the body weight gain during the experimental period and car-
cass weight became greater by dietary supplementation with screening ric巴inthe both trials. Rib eye m巴a
of pigs fed screening rice was 31 % larger in th巴secondtrial (Pく0.05)，and not significant，23% larger in 
the first trial. Rib eye thickness and rib thickn巴sof pigs fed screening rice were larg巴rin the first trial (P 
く0.05)，butthere was no difference between th巴experimentalgroups in the second trial. A tend巴ncywas 
observed that back fat thickness of pigs tr巴atedwith scre巴mngnc巴waslarger in the first trial， but smaller 
in the second trial. Rib巴yecolor showed a tendency to be thinner in pigs fed a diet with screening rice in 
the both trials. Dietary supplementation with scr巴eningrice had no effect on back fat color. 
1n conclusion， it is suggested that screening rice has a high potential as a feedstuff for tinishing pigs， by 
using as supplem巴ntin the commercial diet. 
Key words: scre巴ningrice， finishing pigs， growth， carcass traits 
緒論
我が国の養豚業は，明治以降に堆肥生産などを目的とする農家の副業として…般化したもの
であるが，昭和40年代頃からは，肉生産を主眼においた多頭飼育が開始され始めた.この頃か
ら，育種改良による生産性の向上や，効率的な肥育用飼料への転換が図られた結果，現在では，
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国外で生産される安価な種々の穀類を主体とした配合飼料が調整され，普及している.しかし，
一方では，家畜飼料を海外に依存することによって，穀類が家畜排推物として国土に過剰蓄積
する環境問題や，遺伝子組み換え穀類の家畜飼料への混入から生じる食の安全性の問題等，
種々の問題が生じてきている.
我が患の主食である米は近年，消費量の減退に伴い，生産調整が行われているが，いまだに
は過剰の傾向にある.これまで余剰米の有効利用という観点から，畜産分野では家畜飼
料としての利用に期待が高まっている.米の家畜館料化を目的に検討した報告J~4) は少ないが，
栄養儲値としてはトウモロコシ等の他の穀類と遜色はなく，肥育豚用飼料中の穀類の全量(全
飼料の66%)あるいは半量 (33%) を玄米で代替しでも発育および肉質になんら影響は認めら
れていないえ6)
クズ米は登熟が不十分であったり，割れたりして粒が小さくなったものであり，成分的には
精玄米と大きく変わるものではないと考えられるが，味が落ちる等の理由で玄米の選別過程で
分別されたものである.クズ米は，米の生産が過剰となる前は加工用に利用されていたが，米
が過剰に生産されている現在では廃棄される場合が多い.
近年，資源の有効利用あるいは環境への負荷の低減の必要性が指摘される中，畜産業の分野
では，これまでは廃棄されていた様々な未利用資源を家畜の飼料として利用することが考えら
れるが，特に雑食性である訴はこの様な餌料の利用能力が高いものと考えられることから，レ
ストランの残飯W や粉砕ポテトチップスの豚用飼料9)としての利用性が検討されている.した
がって，我が国においても家畜用飼料の国産化を国るためには未利用資源の活用lO~12) を推進す
る必要がある.この様な観点から これまでは大部分が廃棄されていたクズ米の家畜用飼料と
しての利用性の検討は重要な課題と考えられる.クズ米を飼料として利用する場合，加熱，粉
砕等の処理の有無，あるいは市販錦料への単純添加か配合飼料中穀類への置き換えなど，種々
の選択肢が考えられる.そこで，本研究ではまず，クズ米の肥育豚用飼料としての利用方法を
探る研究の一環として，粉砕処理を行ったクズ米を市販の配合餌料に10%および30%添加して
給与することが肥育豚の発育および校内成績に及ぼす影響について検討した.
材料および方法
本研究では，佐賀大学農学部附属資源循環フィールド科学教育研究センターで生産した 2腹
の育成認を用い， 2四の実験を行った.実験lでは LW.DIO頭を用いてクズ米を市絞の肥育
路後期舟配合飼料 (DCP:14.0%， TDN: 76.0%)に10%添加して給与し，実験2では LWL.
DIO頭を用いて同配合飼料にクズ米を30%添加して給与した.いずれの実験でも供試豚はクズ
米給与区5頭および市販配合飼料を給与した対照区5頭に区分した.両実験とも 4ヶ月齢まで
当センターの慣行に従って飼育した後，平均体重が等しくなるように試験底分を行ったため，
性的構成は実験Iではクズ米添加区で去勢雄2頭雌3頭 および対照庄で去勢雄 1頭，雌4
頭となった.また，実験2ではクズ米添加区で去勢雄4頭， Jlt長1頭，および対照区で去勢雄3
頭，雌2頭となった.肥育期間は荷実験とも 4ヶ月齢から 6ヶ月齢の2ヶ月間とした.用いた
クズ米は，当センターの水田で生産されたもので，給与の際には粉砕してから市販の配合飼料
に添加・混合した.
飼料および、水は自由摂取とし，飼養管理は問実験のいずれの試験区とも 4ぱのE室内と 9m2の
麗外からなるコンクリート床の豚房で、行った.また，実験期時中一一定照隔で，体重を測定する
とともに，残餌量を測定することによって摂取量を求め，増体量と飼料効率を算出した.
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問実験とも供試豚は肥育終了後一斉に出待し， 24時間の絶食後，と殺した.と殺場で解体後，
各試験区の 3頭を用いて第4-5胸椎切断部におけるロース芯面積，ロース芯厚，パラ部厚，
背脂肪厚，ロース肉色および背指肪色を測定した.また，枝肉評価は日本枝肉格付協会の検査
員が行った.
得られたデータの各試験毘聞での比較は Studentのt-testに従った (p<o.05). 
結果
しクズ米添加飼料の栄養価
本研究ではクズ米を市販の配合飼料に単純に添加しただけで，栄養価の調整は一切行ってい
ないため，給与館料の栄養価は10%添加の場合DCP13.5%， TDN76. 5%，また30%添加でDCP
12.0%， TDN77.5%となり，市販の配合飼料の DCP14.0%， TDN76.0%よりも，クズ米の添
加量が多くなるとともに低蛋白質および高エネルギー含有続料となった.
2.発育成績
実験期間中における供試豚の平均体重の推移を図 lに，また実験開始および終了時体重，日
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Figure l.We巴klybody weight changes of dietary treated pigs by 10% (First 
trial) and 30% (Second trial) supplementation with screening rice dur-
ing the exp巴rimentalperiod. 
Table 1. Comparison of body weight， ti巴ede汀iciencyand carcass yield traits betw巴endietary 
treated pigs and control pigs 
First trial Second trial 
ltems Diet刻γ Di巴tary
むeatment Control treatment Control 
lnitial BW (kg) 73.1士 4.0 74.1士6.3 84.5士 7.6 83.0土7.8
Final BW (kg) 109.7土13.4 102.9土5.4 127.8土13.0 123.2土8.5
BW gain (kg) 36.5土 9.5 28.8 ごと6.2 43.3土 7.1 40.2土2.1
Da均 g幻n(kg) 0.67土 0.17 0.53士0.11 0.81士 0.15 0.75土0.04
Feed巴fici巴ncy 0.27士 0.07 O. 2::!:0. 08 0.24土 0.05 0.24二七0.01
Carcass weight (kg) 69.4土 9.5 66.0土4.1 82.5土 8.9 80.2土5.1
Dressing percentage 63.2士1.5 64.1土1.1 64.5 :t 1. 6 65.1土1.0
Carcass grade' 3.4 :t 0.9 3.2 :t0.4 3.0土1.0 3.4士0.9
Means土SD(n=5). Screening rice was supplemented by 10% in the First trial and 30% in the Second trial 
" Superior: 5，Excellent: 4， Medium: 3， Common: 2， Utility: 1 
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増体量および飼料効率を表lに示す.図 1からも明らかなように，クズ米を10%添加して給与
した実験 1および30%添加して給与した実験2のいずれにおいても，体重は順調な伸び、を見せ，
直線的に増加した.体重の変動を試験毘間で比較すると，実験開始時体重は実験Iのクズ米添
加区で73.1kgおよび対照区で74.1kg，また終了時体重はそれぞれ109.7kgおよび102.9kgで、あり，
この間の増体量はクズ米添加区で36.6kgおよび対照宮で28.8kgとなった.また，実験2での実
験開始時体重はクズ米添加包で84.5kgおよび対照区で83.0kg，また終了時体重はそれぞれ127.8
kgおよび123.2kgで、あり，この聞の増体量はクズ米添加区で43.3kgおよび対照、区で40.2kgとなっ
た.この様に，両実験とも実験終了時体重，実験期間中の増体量および日増体量のいずれにお
いてもクズ米添加区の方で対照註よりも優れる傾向を示したが，その差は有意ではなかった.
飼料効率は，実験lではクズ米添加区で対照区よりも，有意ではないものの，約23%優れる傾
向を示したのに対し，実験2ではクズ米添加区と対照区の間に差は認められなかった.
本排究で、行った2つの実験開で、体重の比較を行った場合，実験開始時および終了時のいずれ
においても実験2に用いた LWL'Dが実験lで用いた LW'Dよりも明らかに大きかった.
3.枝肉成績
校内特性に関する項目の内の枝肉重量，枝肉歩留りおよび枝肉等級についての結果を表1に
示す.まず，各実験における枝肉重量を試験区間で比較すると，実験lではクズ米添加区が69.4
kgおよび対照度が66.0kg，実験2ではクズ米添加区が82.5kgおよび対照区が80.2kgとクズ米添
加毘でやや大きな傾向が見られるもののその差は有意で、はなかった.枝肉歩留りは試験ほ聞で、
を示さなかった.
枝肉特性に関する項目の内の第 4-5胸椎陪断酷における調査項目の結果を表2に示す.
ロ}ス芯面積は枝肉評価において重要視される項目の 1つであるが，実験Iでは有意ではない
もののクズ米添加誌が22.3crr!と対関匿の18.2cnfより約23%大きく，また実験2でもクズ米添加
立が26.4crr!と対照区の20.1crr!よりも約31%有意に大きかった.ロース芯厚については，実験l
のクズ米添加区が12.4crnと対照誌の11.1crnよりも約12%有意に大きかったが，実験2では試験
区間に差を認めなかった.また，パラ部厚も実験lのクズ米添加毘で5.9crnと対照区の4.8cmよ
りも約23%有意に大きかったが，実験2では試験区間に差を認めなかった.しかし，背脂肪厚
Table 2. Comparison of carcass quality traits between dietary treated pigs and control pigs. 
First trial Second trial 
Items Dietary Dietary 
treatment 
Rib eye ar巴a(cnl) 22.3ごと0.3 18.2こと4.0 26.4土1.2" 20.1土1.6'
Rib eye thickness(cm) 12.4士0.3b 11.1土0.3' 12.2土0.9 12.8士0.6
Rib thickness( cm) 5.9:10.4" 4.8土0.2' 6.1-士0.8 6.1土0.2
Back fat thickness(cm) 3.3土0.6 2.6土0.1 2.9土0.5 3.2土0.6
Rib eye color' 
L* 43.1士1.4 45.6士0.8 42.3土3.1 45.1ごとl.l
a 車 4.7:1 1.7 5.7:10.7 2.9士1.2 3.4:10.7 
b* 8.1こ士0.5 9.0土0.2 6.5:10.8 7.2土0.9
Back fat color' 
L* 74.6土0.7 75.0土0.6 74.5士1.7 72.2士0.7
a* 0.5ごと0.2 0.4土0.1 -0.1士0.3 0.6土O目6
bキ 5.0士0.5 4.9土0.4 4.7土0.3 4.7土1.4
Means土SD(n=3). Screening rice was supplemented by 10% in the First trial and 30% in the Second trial. 
'L': Blightness， a':Redness， b令:Yellowness 
'" Means in rows within the same trial with no common superscripts difer significantly (P<.05) 
大島・青木・田中・尾野:肥育豚の発育および校内成績に及ぼすクズ米添加飼料の影響 181 
に対するクズ米添加の影響は実験問で異なっており，いずれも有意ではないものの，実験1で
はクズ米添加区で約27%大きく，逆に実験2ではクズ米添加区が約 9%小さい傾向を示した.
ロース肉色について測定したV値(明るさ)， a*値(赤さ)およびV値(黄色さ)は，問
実験ともクズ米添加区で対照区よりも小さな値を示すものの，いずれも有意な差ではなかった.
一方，背脂肪色においては試験区間に差を認めなかった.
以上の枝肉特性に関する項目を基に，日本枝肉格付協会の検査員が行った枝肉評価は実験1
のクズ米添加区で3.4および対照区で3.2，また実験 2 ではそれぞれ3.0および~3.4となり，いず
れの実験においても試験区間での差は認められなかった.
枝肉特性に関する項目について実験1と実験2の関で比較を行った場合，枝肉重量はクズ米
添加i玄および対照区のいずれにおいても，実験終了時体重の場合と同様に，実験2で実験lよ
りも大きい結果となったが その他の項目においては両実験開で差は認められなかった.
考 察
我が国では近年の米の過剰生産を背景に，ホールクロップサイレージ化を中心とした水稲の
家畜銅料化に関する研究131が脚光を浴びるようになってきているが それまでは人聞にとって
重要な主食の lつである米を家畜の飼料と位置付けた研究は非常に少ない.しかも，その研究
のほとんどが玄米の飼料化に関するものである 1-61 これらの研究によると玄米の栄養備は家
畜飼料の主体であるトウモロコシと同等と評鏑されている.豚肥育用飼料中のトウモロコシの
全量および半量を粉砕玄米で代替し， DCPおよびTDNも同水準に調整した館料給与試験1，5，6)
および代替率は同様で、あるが，栄養水準の調整は行わなかったモミ米の給与試験勺こよると，
玄米やモミ米の肥育豚の発育に及ぼす効果はトウモロコシとなんら遜色のないことが示されて
いる.一方，小林・榔J1141が行った路用飼料のトウモロコシを粉砕玄米あるいはそミ米で代替
し，栄養水準も調整して肥育期の豚に給与した試験では，発育は玄米あるいはそミ米を給与し
た区で対照区よりも優れる傾向が報告されている.本研究でも粉砕クズ米の10%および、30%添
加区では対照区よりも肥育終了時体重が優れる結果を認めた.そこで，この結果が各実験にお
ける試験区間での雌雄の構成比に影響を受けているかを検討するために，各実験において縦雄
簡で体重の比較を行った結果， 30%添加実験では性差を認めなかった.一方， 10%添加実験で
は雄の体重は雌よりも大きく (p<o.05)，このことがクズ米添加区の体重を3.8kg51き上げた
ものと推測されたが，クズ米添加区と対照区の体重差は6.8見とより大きな値であった.した
がって，本研究での粉砕クズ米の10%および30%の市販配合銅料への添加は有意で、はないもの
の，肥育豚の発育を促進する領向を示すものと推察した.小林・柳川4)は玄米とモミ米の発脊
促進効果の原因等については言及していないが，本研究でのクズ米による発育促進効果は本研
究で給与した飼料の高エネルギー条件も一因と考えられる.また クズ米の添加量の違いによ
る効果の評価を行うために実験lと実験2を比較した場合，系統の違いに起関すると考えられ
る体重差が大きかったため単純には比較できないが，増体量および官員j料効率の両項目における
結果から，クズ米の添加量は10%の方が効果的と考えられた.
畜産業における生産物としての豚枝肉の総合的な価値は 枝肉重量と枝肉評価の両要因に
よって決定される.枝肉重量はと殺前Iの体重と比例関係にあり，本研究でもクズ米添加区でや
や大きな額向が観察された.しかし，枝肉歩留りにおいては試験区間での差異はみられなかっ
た.この結果は，玄米とモミ米の給与は増体を促進するが，枝肉歩留りには影響を示さないと
する小林・柳川41の報告と一致するものであった.豚枝肉は取引に先立ち豚枝肉取引規格に
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づき 5段階に等級付けされるが14)，これには枝肉重量および背脂紡の厚さの範囲，外観なら
びに肉質が評価要因となる.本研究における枝肉の王子均等級は3.0から3.4の範間にあり，中程
度にランク付けされた.
Chiba et al. 15)は飼料中のアミノ酸含量の違いが肥育豚の産肉性に及ぼす影響を諦べ，抵アミ
ノ酸飼料を給与された豚ではロース芯面積が肥大し 背指訪厚が減少する好ましい傾向を認め
ている.また，我が国でで、行われた種々の玄米やモミ米の餌料化試験I
面積は玄米やモミ米給与によつて把大{傾頃向を示すことが報告されている.本研究でも同様にク
ズ米添加餌料の給与がロース芯面覆を大きくしていた.これまでの報告と本研究の結果から，
肥育飼料中の低蛋白質および高エネルギー含量がロース芯の発育に効果的な影響を及ぽす可能
性が示唆される.
背脂訪厚に及ぼすクズ米給与の影響はクズ米の添加量で異なっており， 10%添加では背脂坊
は厚くなり， 30%添加では逆に薄くなった.家畜の各器官および組織の発育速度には遅速があ
り，脂肪は最も発育の遅い組織であるがl6)，本研究の2つの実験開で見られたクズ米に対する
背指肪の反応性の差異が体重の違いによるものか，あるいは系統開の違いによるものかは不明
である.しかし，本研究における背脂肪厚は実験1のクズ米添加区で3.3cm，対照区で2.6cmでL
あり，実験 2 ではそれぞれ2.9cmおよび3.2cm と，枝肉評価の「上」における基準値の1. 1~2.3
cmと比較して厚い傾向を示した.このことが枝肉等級で中程度の評価にとどまった原因の 1っ
と考えられる.
豚枝肉における脂肪の色と;硬さは給与飼料の影響を受けやすい項目の Iつとされているが，
本研究では問実験とも背詣肪の色はほとんどクズ米添加の影響を受けていなかったが，ロース
肉色でクズ米添加によって簿くなる傾向が観察された.しかし 解体時における肉眼的観察で
はロース肉色の試験区間の差異はまったく半1J5.J1jできない程震のものであった.
歴史的には農家の副業として始められた養椋業が企業的な生格を強め，大規模で効率性を追
求する現在では，必然的に栄養価の高い穀類を主体に飼料の設定・配合を行わざるを得ない.
しかし，この様な家畜用穀類の生産基盤を持たない我が国ではそのほとんどを国外に依存しな
くてはならない現状があり このことが我が国における環境問題や食の安全性における
の一国となっている.また，循環型社会の構築の必要性が叫ばれるなか，これまで利用されず
に廃棄されてきた資源の有効活用も重要な課題である lO-1久米の過剰生産が続く我が留では，
クズ米も現在では未利用資源と位置付けられる.この様な背景を基に クズ米の館料化を図る
ために行った本研究は，クズ米が路肥育用飼料としてかなり高いポテンシャルを持つことを示
唆した.したがって，今後は館料配合の際におけるクズ米の処理の方法あるいはトウモロコシ
との最適な代替率等の検討を必要とする.
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摘 要
二本研究では，市販配合飼料へ添加した粉砕クズ米の肥育豚への給与が発育と枝肉成績に及ぼ
す影響について検討するために，2腹の計20頭の豚を用いて21mの実験を行った.クズ米の添加
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量は10% (実験 1)および30% (実験2)とし，実験期間は4ヶ月齢から 6ヶ月齢までの 2ヶ
月間とした.飼料および、水は自由摂取とした.実験期間中の増体量および枝肉重量は有意では
ないが，いずれの実験においてもクズ米添加症で対黒12<:よりも大きい傾向を示した.クズ米添
加区のロース芯面積は対照[Rと比較して，実験 1では有意ではないものの23%大きく，実験2
では;有意に31%大きかった (p<o.05). ロース芯摩とパラ部摩においては，実験lでクズ米
添加亙が対照区よりも有意に大きかった (P<0.05)が，実験2では試験区間に差を認めなかっ
た.背脂肪厚はクズ米添加によって実験1では大きく 実験2では小さくなる傾向があった.
また，ロース肉色は有意ではないものの，クズ米添加によって淡くなる傾向を示した.一方，
背脂肪色にはクズ米添加の影響は認められなかった.
以上のように，粉砕クズ米を市販配合飼料に添加して給与した本研究の結果は，クズ米が豚
飼料として高い可能性を示すことを示唆する.
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